
令和８年度  入山地区森林環境保全整備事業（保護伐外）【一貫作業】

62に 皆伐 65 1.24 立木 ヒ ノ キ 1,355 667.65 401 67 468 保護伐

計 1,355 667.65 401 67 468

備　　　　考

単　位　工　程　別　内　訳　書

備　　　考

保護伐

保護伐

保護伐

全木伐倒

伐木造材

フォワーダ集運材

最終トラック運材

予定数量

667.65 ㎥

468 ㎥

468 ㎥

事業場所
（林小班）

入山国有林
６２に林小班

材種

立木

素材

材　　種

素　　材

計

検査場所

原木市場

完了予定数量

468 ㎥

468 ㎥

グラップル装着4ｔ車
一般材を原木市場へ運搬

単位工程

468 ㎥

完　了　検　査　場　所

資　　材　　内　　訳　　書

林小班 伐採種 林齢
面積
（ｈａ）

立木
仕掛
品別

樹種

資 材 生産予定材積（㎥）

備　　考
本数
（本）

材積
（㎥）

一般材 低質材 計



様式の記入要領 
 

１ 様式２「作業日報」について 
ア 本様式は、主伐、間伐別に毎日作成する。間伐のうち、素材生産を伴わない

保育間伐存置型は含めない。 
イ 使用機械欄の使用機械名は、実態にあわせて記入する。 
ウ 作業時間は実働時間を記入する。休憩時間は含めない。 
エ 作業道作設欄には、作業道作設、土場作設に係る全ての作業時間（支障木伐

倒、開設、修繕）を記入する。 
オ 集材①欄には、スイングヤーダ、グラップル等による林地から作業道端まで

の集材に係る作業時間を記入する。 
カ 集材②欄には、フォワーダ等による作業道から山元土場までの搬出に係る作

業時間を記入する。タワーヤーダで直接山元土場まで出す場合はここに記入す

る。 
キ 機械運転時間は各機械稼働時間の計、燃料給油量、油脂給油量は各機械の給

油量（消費量ではない。）を記入する。 
ク 軽微な機械修理、待ち時間は各工程に含める。 
ケ 作業道作設の備考欄には、開設・修繕延長（ｍ）、土場面積（㎡）を記入する。 

 
２ 様式３「週集計表」 

必要に応じ、様式２の集計に使用する。 
 
３ 様式４「月集計表」について 

必要に応じ、様式２、様式３の集計に使用する。 
 
４ 様式１「工程管理表（月分、最終）」について 

ア 様式２を集計し、毎月作成し翌月１０日までに提出する。事業終了時は完了

検査を受けるまでに最終版を作成し提出する。 
イ 当月生産量は、月毎の検査済数量（＝部分払い数量）を記入する。 
ウ 人工数は、休憩を除いた１日の実働時間を基礎に算出する（小数第一位まで

記入）。 
エ 生産性欄は、生産量累計（作業道累計）を作業人工数で除して求める（小数

第一位まで記入）。 
 



様式１

分任支出負担行為担当官

埼玉森林管理事務所長　　殿

事 業 体 名 　

契約事業名 　 当月 累計(A)

事 業 期 間 　 当月 累計

　

作業工程・使用機械

作業道作設 バックホウ  

伐倒 チェーンソー

ハーベスタ

計

集材①（木寄） グラップル

スイングヤーダ

荷掛（人力）

計

造材 プロセッサ

チェーンソー

計

集材②（運材） フォワーダ

グラップル（巻立）

計

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

計

注１　本様式は毎月作成し翌月１０日までに提出する。事業終了後は完了検査までに最終版を提出する。

注２　本様式は、主伐、間伐別に作成し合計し、主伐、間伐、合算したものをそれぞれ提出する。

注３　当月生産量欄には、月毎の検査済数量（＝部分払数量）を記入する。

注４　生産性欄は、生産量累計（作業道延長累計）を人工数で除して求めた数値（小数点一位止）を記入する。

　

生産性
A/B

（㎥/人日）

機
械
運
転
時
間

（H）

　

　

　主間伐別

生産量（㎥）

作業道（ｍ）

合計（時間）

工程管理表（　　　月分、最終）

令和　　　年　　　月　　　日

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

当　　月 累　　計

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

作
業
時
間

（時間）

作
業
時
間

（時間）

機
械
運
転
時
間

（H）

人
工
数

（人日）

人
工
数
(B)

（人日）

　

　



様式２

　

年　月　日

契約事業名

作業箇所

作業者等

作業時間

作業工程・使用機械

作業道作設 バックホウ
ｍ
㎡

伐倒 チェーンソー

ハーベスタ

集材①（木寄） グラップル

スイングヤーダ

荷掛（人力）

造材 プロセッサ

チェーンソー

集材②（運材） フォワーダ

グラップル（巻立）

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

注１　本様式は、主伐、間伐別に作成する。

注２　作業工程ごとの使用機械は、実態にあわせて書き換えて使用する。

注３　作業時間は、休憩時間を含まない実働時間を記入する。

注４　作業道作設欄には、作業道作設、土場作設に係る全ての作業時間（支障木伐倒、開設、修繕など）を記入する。

注５　集材①欄には、スイングヤーダ、グラップル等による林地から作業道端までの集材に係る作業時間を記入する。

注６　集材②欄には、フォワーダ等による作業道から山元土場までの搬出に係る作業時間を記入する。

注７　機械運転時間は各機械稼働時間の計、燃料給油量、油脂給油量は各機械の給油量の計を記入する。

注８　軽微な機械修理、待ち時間は各工程に含めて記入する。

注９　保育間伐存置型の作業時間は記入しない。

作業日報

天　　候

　 　 　 　 計

　

主間伐別

備　　　考　 　

計（時間）

 

 

　

班名：

機
械
運
転
時
間

（H）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）



様式３

週

契約事業名

作業箇所

　    作業日
　    作業者

月 火 水 木 金 土

作業時間

作業工程・使用機械 名 名 名 名 名 名

作業道作設 バックホウ
ｍ
㎡

伐倒 チェーンソー

ハーベスタ

集材①（木寄） グラップル

スイングヤーダ

荷掛（人力）

造材 プロセッサ

チェーンソー

集材②（運材） フォワーダ

グラップル（巻立）

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

注　本様式は、様式２の集計に使用するもので、主伐、間伐別に作成する。

　

　

　

　

　

　

　

週集計表

作
業
時
間
計

機
械
運
転
時
間

（H）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

備　　　考

主間伐別

班名：

計（時間）



様式４

契約事業名

事業期間

主間伐別

週別、日付 １週 ２週 ３週 ４週 ５週

実働日数 ～ ～ ～ ～ ～

作業工程・使用機械 日 日 日 日 日

作業道作設 バックホウ
ｍ
㎡

伐倒 チェーンソー

ハーベスタ

集材①（木寄） グラップル

スイングヤーダ

荷掛（人力）

造材 プロセッサ

チェーンソー

集材②（運材） フォワーダ

グラップル（巻立）

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

注　本様式は、様式３の集計に使用するもので、主伐、間伐別に作成する。

　

　

　

　

　

　

計（時間）

月集計表（○月）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

備　考

生産量（㎥）　

機
械
運
転
時
間

（H）

計
（時
間）

班名：


